
 

全トヨタ労連 ２９期（前）統一テーマ 経過報告シート 桜井 Gグループ 

産業目線 

 

目線区分 産業目線 

取り組み項目 ④産業道路環境 

テーマ アクセス道路の整備 

前回まで 

取り組み状況 

・産業アクセス道路整備の早期完了に寄与させるため各定例議会での事業進捗確認等の質問を実施 
・令和元年 11月の会派で古本代議士を通しての国への要望活動を実施（財務省、国土交通省副大臣並びに道路局） 

今回 

組織内議員の 

具体的取り組み 

１．会派として２０２０年度に向けた政策要望の回答 
・既存高速道路を有効に活用するため、現在、豊田上郷 SAに 
スマートインターチェンジの整備と関連市道の整備を進行中 
また、R301号、R419号接続市道も本線と連携し進める。 

 
２．国道１５３号豊田北バイパス、国道１５５号豊田南バイパス 

および伊勢神改良の早期整備を要望した成果【昨年度予算】 
 ・国道 155号豊田南バイパス 19.4億円【23.7億円】 
・国道 153号豊田北バイパス 10.4億円【15.5億円】 

 ・国道 153号伊勢神改良    12.8億円【 5.3億円】 
     
３．各議会での幹線道路整備関連事業に対する事業促進に向けた 

取組。 
・豊田上郷スマートインターチェンジに関する事業促進や 
国道 301号の新設工事の進捗や安全対策等について予算 
決算委員会産業建設分科会にて倉山議員が質問を実施。 

【図や活動の様子が分かる写真など】 
 

１．令和２年２月 19日（水） 
豊田市太田市長より回答書を受け取る 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．南バイパス工事及び完成の北バイパス平戸大橋  
 
 
 
 
 

今後の取り組み 
・国や豊田市への要望活動を継続して行うための準備。 
・要望した内容に関する事業促進を図るため各議会での質問を実施する。 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

豊田市 所属議員 古木、作元、中村、塩谷、吉野、日當、鈴木、中尾、倉山、山本 



 

全トヨタ労連 ２９期（前）統一テーマ 経過報告シート 桜井 Gグループ 

組合員目線 

 

目線区分 組合員目線 

取り組み項目 ①交通安全 

テーマ 高齢者及び歩行者保護モデルカー活動への取組 

前回まで 

取り組み状況 

・令和元年度高齢者運転者の後付け安全運転支援装置取付補助金の実績 659件、執行額 3,586万円 
・安全運転のけん引役を担うよう継続した「歩行者保護モデルカー」委嘱事業所等の拡大。５０事業所(令和元年１２月末) 

今回 

組織内議員の 

具体的取り組み 

１．高齢者の交通安全への取組 
 ・高齢者ドライバー後付け後付け安全運転支援装置取付補助金 

の国県導入による拡充(国 1,127億円) 
内容 当初 変更後 

対象年齢 70歳以上 65愛以上 
対象機器 ｲｴﾛｰﾊｯﾄなど含む 国土交通省の性能認定を受けたもの 
センサーあり 市のみ上限 6万円 国 4万円、県 1万 6千円、市 6万円 
センサーなし 市のみ上限 6万円 国 2万円、県 8千円市、市 6万円 

２．横断歩道利用者の安全確保「ぴかっとわたるくん」の設置 
・東海地区初 LEDライトの点滅により、運転者へ歩行者の 
 存在を知らせる押しボタン式横断者明示標識を設置 

３．「歩行者保護モデルカー」に関する児童等への取組 
 ・県内初ゾーン 30導入内へ「キッズゾーン設定」、これは、 

昨年５月滋賀県大津市の園児の交通死傷事故等により国が創 
設、こども園等の周辺路面標示でのドライバーへの注意喚起 
等により、園児の安全確保を図る 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

１．後付け後付け安全運転支援装置 
   ＜センサーあり＞     ＜センサーなし＞ 
 
 
 
 
 
 
 
2．令和元年 

8月 22日 
下林町 5丁目 
地内設置 

 
 
 
 
3.越戸こども園隣接の市道約 400ｍ 
令和 2年 3月 
2日（月）より 
「キッズゾーン」 
として設定 

今後の取り組み 
・各議会での高齢者の交通安全に関する条例議案や事業に対する質疑の実施により実効性を高める。 
・「歩行者保護モデルカー」活動への取組及び普及促進を継続して行う。 

 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

豊田市 所属議員 古木、作元、中村、塩谷、吉野、日當、鈴木、中尾、倉山、山本 


